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は
じ
め
に

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
、「
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律
」（
平
成

二
十
一
年
七
月
一
日
法
律
第
六
十
六
号
。
以
下
、「
公
文
書
管
理
法
」
と
い
う
。）

が
施
行
さ
れ
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
外
交
史
料
館
は
同
日
付
で
「
外
務
省
外
交
史
料

館
利
用
等
規
則
」（
平
成
二
十
三
年
外
務
大
臣
訓
令
第
四
号
。
以
下
、「
利
用
等
規

則
」
と
い
う
。）
及
び
「
外
務
省
外
交
史
料
館
利
用
細
則
」（
平
成
二
十
三
年
外
務

省
大
臣
官
房
長
決
定
。
以
下
、「
利
用
細
則
」
と
い
う
。）
並
び
に
「
外
務
省
外
交

史
料
館
に
お
け
る
公
文
書
管
理
法
に
基
づ
く
利
用
請
求
に
対
す
る
処
分
に
係
る
審

査
基
準
」（
外
務
省
決
定
。
以
下
、「
審
査
基
準
」
と
い
う
。）
を
公
表
し
、「
公
文

書
管
理
法
」
に
基
づ
く
新
た
な
運
用
を
開
始
し
た
。

以
下
で
は
、「
公
文
書
管
理
法
」
に
よ
る
新
た
な
外
交
史
料
館
の
位
置
付
け
、

所
蔵
史
料
の
利
用
方
法
、
及
び
外
務
省
独
自
の
取
り
組
み
で
あ
る
「
外
交
記
録
公

開
」
制
度
に
お
け
る
外
交
史
料
館
の
役
割
に
つ
い
て
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

活
動
報
告公

文
書
管
理
法
施
行
後
の
外
交
史
料
館
の
役
割
と
利
用
方
法

外
交
史
料
館
の
法
的
位
置
付
け

昭
和
四
十
六
年
に
開
館
し
た
外
交
史
料
館
は
、幕
末
以
降
の
外
交
史
料
の
保
存
・

管
理
を
担
う
外
務
省
の
一
施
設
と
し
て
、
史
料
の
公
開
や
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
、
展
示

活
動
な
ど
、
外
交
史
に
関
す
る
サ
ー
ビ
ス
や
情
報
を
総
合
的
、
か
つ
広
く
一
般
に

提
供
し
て
き
た
。

「
公
文
書
管
理
法
」
施
行
以
前
、
外
交
史
料
館
の
位
置
付
け
に
関
す
る
明
文
の

規
定
は
、平
成
十
三
年
の
「
行
政
機
関
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
法
律
」

（
平
成
十
一
年
五
月
十
四
日
法
律
第
四
十
二
号
。
以
下
、「
情
報
公
開
法
」と
い
う
。）

施
行
に
合
わ
せ
た
閣
議
決
定
、
及
び
同
閣
議
決
定
に
付
随
す
る
各
府
省
庁
官
房
長

等
申
合
せ
に
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
外
交
史
料
館
は
、
歴
史
資
料
と
し
て
重

要
な
外
務
省
の
公
文
書
等
の
移
管
を
受
け
る
施
設
に
指
定
さ
れ
て
い
た）

1
（

。

平
成
二
十
三
年
四
月
に
施
行
さ
れ
た
「
公
文
書
管
理
法
」
で
は
、
外
交
史
料
館

の
位
置
付
け
を
法
的
に
明
確
化
す
る
規
定
が
条
文
に
盛
り
込
ま
れ
た
。す
な
わ
ち
、

そ
の
第
二
条
第
三
項
で
は
、
歴
史
資
料
と
し
て
重
要
な
公
文
書
等
の
移
管
を
受
け

る
「
国
立
公
文
書
館
等
」
を
、「
独
立
行
政
法
人
国
立
公
文
書
館
の
設
置
す
る
公
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文
書
館
」（
第
一
号
）
の
ほ
か
、「
行
政
機
関
の
施
設
及
び
独
立
行
政
法
人
等
の
施

設
で
あ
っ
て
、
前
号
に
掲
げ
る
施
設
に
類
す
る
機
能
を
有
す
る
も
の
と
し
て
政
令

で
定
め
る
も
の
」（
第
二
号
）
と
し
て
い
る
。
こ
の
条
項
に
い
う
「
国
立
公
文
書

館
に
類
す
る
機
能
を
有
す
る
施
設
」
の
具
体
例
は
、「
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す

る
法
律
施
行
令
」（
平
成
二
十
二
年
十
二
月
二
十
二
日
政
令
第
二
百
五
十
号
。以
下
、

「
施
行
令
」
と
い
う
。）
第
二
条
第
一
項
に
列
記
さ
れ
て
お
り
、そ
の
第
二
号
に
「
外

務
省
の
施
設
で
あ
っ
て
、
法
第
十
五
条
か
ら
第
二
十
七
条
ま
で
の
規
定
に
よ
る
特

定
歴
史
公
文
書
等
の
管
理
を
行
う
施
設
と
し
て
外
務
大
臣
が
指
定
し
た
も
の
」
と

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
外
交
史
料
館
を
上
記
施
設
に
指
定
す
る
旨
の
外

務
省
告
示
が
発
せ
ら
れ
、「
施
行
令
」
第
二
条
第
二
項
の
定
め
に
基
づ
き
『
官
報
』

で
公
示
さ
れ
た）

2
（

。
以
上
の
手
続
き
に
よ
り
、
外
交
史
料
館
が
国
立
公
文
書
館
と
同

等
の
機
能
を
有
す
る
施
設
で
あ
る
こ
と
が
法
的
に
担
保
さ
れ
た
。

な
お
、「
特
定
歴
史
公
文
書
等
」
と
は
、「
公
文
書
管
理
法
」
で
新
た
に
創
設
さ

れ
た
概
念
で
、
行
政
機
関
か
ら
国
立
公
文
書
館
等
に
移
管
さ
れ
た
文
書
や
、
個
人

又
は
法
人
か
ら
国
立
公
文
書
館
等
に
寄
贈
・
寄
託
さ
れ
た
文
書
な
ど
の
総
称
で
あ

る
。「

外
務
省
組
織
規
則
」（
平
成
十
三
年
一
月
六
日
外
務
省
令
第
一
号
）
上
の
外
交

史
料
館
の
機
能
は
、
従
来
、「
外
交
史
料
を
編
纂
し
、
保
管
し
、
及
び
閲
覧
に
供

す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
に
関
連
す
る
調
査
を
行
う
」
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
も

「
公
文
書
管
理
法
」
施
行
に
伴
う
改
正
に
よ
り
、
①
「
国
立
公
文
書
館
等
」
と
し

て
「
公
文
書
管
理
法
」
第
十
五
条
か
ら
第
二
十
七
条
ま
で
の
規
定
に
よ
る
特
定
歴

史
公
文
書
等
の
管
理
を
行
う
、
②
外
交
史
料
を
編
さ
ん
す
る
と
と
も
に
こ
れ
に
関

連
す
る
調
査
を
行
う
、
と
の
表
記
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
法
に
基
づ
く
歴
史
的

資
料
の
移
管
受
入
れ
・
保
存
・
利
用
促
進
と
い
っ
た
公
文
書
館
業
務
と
、『
日
本

外
交
文
書
』
の
よ
う
な
外
交
史
料
の
編
纂
業
務
が
、
外
交
史
料
館
の
役
割
の
二
本

柱
で
あ
る
こ
と
が
明
確
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
公
文
書
館
機
能
が
明
示
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
外
交
史
料
館
が
名
実
と

も
に
「
外
交
ア
ー
カ
イ
ブ
」
の
役
割
を
担
う
施
設
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
、
平
成
二
十
三
年
九
月
、
外
交
史
料
館
の
英
語
訳
表
記
を
、
従
来
の

「D
iplom

atic Record O
ffi  ce

」
か
ら
「D

iplom
atic A

rchives

」
に
改
め
た
。

外
交
史
料
館
に
法
的
な
位
置
付
け
が
与
え
ら
れ
た
こ
と
に
合
わ
せ
て
、
外
務
省

は
、「
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
保
存
、
利
用
及
び
廃
棄
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

（「
公
文
書
管
理
法
」
施
行
ま
で
の
間
に
内
閣
府
が
作
成
し
、
平
成
二
十
三
年
四
月

一
日
付
で
内
閣
総
理
大
臣
決
定
と
な
っ
た
。
以
下
、「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
と
い
う
。）

に
沿
っ
た
「
利
用
等
規
則
」
と
、
そ
れ
を
補
足
す
る
「
利
用
細
則
」
及
び
「
審
査

基
準
」
の
策
定
作
業
を
行
い
、
法
の
施
行
日
で
あ
る
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
に

外
交
史
料
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
す
る
と
と
も
に
、
閲
覧
室
に
備
え
付
け
た
。

な
お
、「
利
用
等
規
則
」
と
「
審
査
基
準
」
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、「
行
政
手
続

法
」（
平
成
五
年
十
一
月
十
二
日
法
律
第
八
十
八
号
）
に
基
づ
く
意
見
公
募
（
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
に
十
分
な
考
慮
を
払
っ
た）

3
（

。

所
蔵
史
料
の
利
用
方
法

従
来
、
外
交
史
料
館
所
蔵
史
料
の
利
用
（
閲
覧
）
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
一
環
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と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、「
公
文
書
管
理
法
」
に
特
定
歴
史
公
文
書
等

の
利
用
請
求
権
が
設
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
外
交
史
料
館
の
史
料
は
法
に
基
づ
く

利
用
請
求
の
対
象
と
な
り
、法
に
則
っ
た
利
用
手
続
が
と
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

具
体
的
な
利
用
請
求
の
対
象
は
、
理
論
上
は
外
交
史
料
館
が
所
蔵
す
る
全
て
の

史
料
で
あ
る）

4
（

。
し
か
し
外
交
史
料
館
で
は
、「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
則
り
、
手
続

き
を
簡
略
化
し
て
利
用
を
促
進
す
る
観
点
か
ら
、
幕
末
期
の
史
料
や
戦
前
期
の
外

務
省
記
録
な
ど
、
す
で
に
利
用
に
供
し
て
い
る
史
料
は
基
本
的
に
利
用
請
求
に
よ

ら
な
い
従
来
通
り
の
即
日
閲
覧
（「
利
用
等
規
則
」
第
二
十
二
条
に
定
め
る
「
簡

便
な
方
法
に
よ
る
利
用
」）
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
戦
後
期
の

記
録
に
つ
い
て
も
、
外
交
記
録
公
開
で
公
開
さ
れ
た
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
や
Ｃ
Ｄ

―
Ｒ
、「
現
物
公
開
」
フ
ァ
イ
ル
は
簡
便
な
方
法
で
利
用
で
き
る
。

一
方
で
、
利
用
請
求
手
続
き
に
よ
っ
て
の
み
利
用
可
能
と
な
る
史
料
も
あ
る
。

利
用
請
求
が
必
須
と
な
る
の
は
、
目
録
上
「
要
審
査
」
又
は
「
全
冊
非
公
開
」
と

記
載
さ
れ
た
特
定
歴
史
公
文
書
等
や
、
第
一
回
か
ら
第
二
十
一
回
外
交
記
録
公
開

に
お
い
て
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
・
Ｃ
Ｄ
―
Ｒ
で
公
開
さ
れ
た
フ
ァ
イ
ル
の
原
本
の

利
用
を
希
望
す
る
場
合
で
あ
る
。
な
お
、「
公
文
書
管
理
法
」
の
施
行
に
伴
い
、

過
去
の
外
交
記
録
公
開
の
対
象
と
さ
れ
た
文
書
に
つ
い
て
も
、利
用
請
求
時
点
で
、

利
用
制
限
事
由
の
該
当
性
を
判
断
す
る
こ
と
か
ら
、
公
開
性
の
判
断
が
見
直
さ
れ

る
場
合
が
あ
る
。
以
下
、
利
用
請
求
権
の
行
使
に
よ
る
利
用
の
具
体
的
な
手
順
を

紹
介
す
る
〔
付
図
参
照
〕。

（
１
）
利
用
請
求
書
の
提
出

特
定
歴
史
公
文
書
等
の
利
用
を
求
め
る
に
は
、
ま
ず
「
特
定
歴
史
公
文
書
等
利

用
請
求
書
」（「
利
用
等
規
則
」第
十
条
第
二
項
に
基
づ
き
外
交
史
料
館
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
、
閲
覧
室
に
も
備
え
て
い
る
）
を
外
交
史
料
館
に
提
出
す
る
。

利
用
請
求
書
の
提
出
方
法
は
、
閲
覧
室
で
の
直
接
提
出
、
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク

シ
ミ
リ
に
よ
る（「
利
用
等
規
則
」第
十
条
第
三
項

）
5
（

）。
外
交
史
料
館（
閲
覧
室
）は
、

利
用
請
求
書
の
到
達
を
確
認
し
、
請
求
者
に
請
求
を
受
け
付
け
た
旨
の
通
知
を
行

う
。
利
用
請
求
書
に
形
式
的
な
不
備
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
補
正
を
求
め
る
。

（
２
）
利
用
制
限
情
報
の
確
認
（
審
査
）

利
用
請
求
書
の
受
付
後
、
外
交
史
料
館
で
は
、
請
求
さ
れ
た
特
定
歴
史
公
文
書

等
に
つ
い
て
「
利
用
等
規
則
」
第
十
一
条
第
一
項
各
号
に
定
め
る
利
用
制
限
情
報

を
確
認
す
る
。
そ
の
際
は
、
移
管
時
に
外
務
本
省
よ
り
付
さ
れ
た
意
見
を
参
酌
す

る
（「
利
用
等
規
則
」
第
十
一
条
第
二
項
）。
利
用
決
定
に
先
立
つ
審
査
は
、
先
述

の
「
審
査
基
準
」
に
則
っ
て
行
う
。
こ
の
「
審
査
基
準
」
は
、
国
立
公
文
書
館
の

審
査
基
準
に
準
じ
た
内
容
で
あ
る
が
、パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
結
果
を
考
慮
し
、

個
人
情
報
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
公
表
実
績
を
踏
ま
え
つ
つ
、
公
表
慣
行
の

あ
る
個
人
か
否
か
を
勘
案
し
、
慎
重
に
公
開
の
可
否
を
判
断
す
る
旨
明
記
し
た
。

な
お
、
利
用
請
求
の
あ
っ
た
フ
ァ
イ
ル
に
国
（
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
及
び
独

立
行
政
法
人
等
）、
利
用
請
求
者
以
外
の
第
三
者
情
報
が
含
ま
れ
る
場
合
、
外
務

大
臣
は
当
該
第
三
者
に
対
し
、
利
用
に
つ
い
て
の
意
見
提
出
機
会
を
付
与
す
る
こ

と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
（「
利
用
等
規
則
」
第
十
四
条
）。

（
３
）
利
用
決
定

①
利
用
決
定

外
交
史
料
館
は
、
利
用
請
求
を
受
け
て
か
ら
原
則
三
十
日
以
内
に
利
用
を
決
定
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し
、
請
求
者
に
通
知
す
る
。
利
用
決
定
通
知
書
に
は
請
求
フ
ァ
イ
ル
一
件
ご
と
の

処
分
の
結
果
（「
全
部
利
用
」、「
一
部
利
用
不
可
」
等
）
が
記
さ
れ
、
利
用
制
限

を
付
す
場
合
に
は
、
そ
の
理
由
も
記
載
さ
れ
る
。
利
用
決
定
日
ま
で
に
、
フ
ァ
イ

ル
に
は
公
開
準
備
作
業
（「
利
用
等
規
則
」
第
十
二
条
第
二
項
に
基
づ
く
非
公
開

部
分
の
黒
塗
り
等
、
閲
覧
に
供
す
る
た
め
の
準
備
作
業
）
を
施
し
て
お
く
が
、
当

該
作
業
の
分
量
に
よ
っ
て
は
利
用
決
定
後
に
一
定
の
期
間
を
要
す
る
場
合
も
あ

る
。
な
お
、
全
文
非
公
開
の
文
書
が
あ
る
場
合
、
当
該
文
書
が
編
綴
さ
れ
て
い
た

箇
所
に
非
公
開
文
書
が
編
綴
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
用
紙
を
挿
入
す
る
と
と
も

に
、
フ
ァ
イ
ル
等
の
冒
頭
に
当
該
文
書
の
審
査
日
、
利
用
制
限
事
由
等
を
記
し
た

用
紙
を
挿
入
し
、そ
の
存
在
を
明
示
し
て
い
る
（「
利
用
細
則
」
第
六
条
第
二
項
）。

利
用
決
定
し
た
後
の
利
用
決
定
通
知
書
及
び
利
用
の
方
法
申
出
書
は
、
利
用
請

求
者
の
求
め
に
応
じ
、
閲
覧
室
で
の
交
付
の
ほ
か
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
ま
た

は
電
子
メ
ー
ル
へ
の
添
付
に
よ
っ
て
交
付
す
る
（「
利
用
等
規
則
」
第
十
六
条
第

三
項
）。

②
延
長
の
適
用

利
用
決
定
に
際
し
、
事
務
処
理
上
の
困
難
等
が
あ
る
場
合
、「
利
用
等
規
則
」

第
十
五
条
第
三
項
に
基
づ
き
三
十
日
以
内
の
延
長
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

ま
た
、
請
求
に
係
る
特
定
歴
史
公
文
書
等
が
著
し
く
大
量
の
場
合
は
、
同
第
四
項

に
よ
り
、
そ
の
相
当
の
部
分
に
つ
き
当
該
期
間
内
に
利
用
決
定
を
し
、
残
り
の
部

分
に
つ
い
て
は
相
当
の
期
間
内
に
利
用
決
定
が
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

（
４
）
閲
覧
・
写
し
の
交
付

利
用
の
方
法
は
、
利
用
の
方
法
申
出
書
に
お
い
て
、「
閲
覧
」
又
は
「
写
し
の

交
付
」
を
選
択
で
き
る
（
予
め
利
用
請
求
書
で
指
定
す
る
こ
と
も
可
能
）。
利
用

の
方
法
申
出
書
の
提
出
は
、
原
則
と
し
て
通
知
の
あ
っ
た
日
か
ら
三
十
日
以
内
と

な
っ
て
い
る
（「
利
用
等
規
則
」
第
十
七
条
第
四
項
）。
し
か
し
、
一
度
利
用
決
定

し
た
フ
ァ
イ
ル
は
そ
れ
以
降
、「
簡
便
な
方
法
に
よ
る
利
用
」
が
可
能
と
な
り
、

改
め
て
利
用
請
求
の
手
続
き
を
経
ず
と
も
、
誰
で
も
閲
覧
室
に
お
い
て
閲
覧
と
複

写
の
申
込
み
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
（「
全
冊
非
公
開
」
を
除
く
）。
そ
の
た
め
、

利
用
の
方
法
申
出
書
の
提
出
が
三
十
日
を
超
過
し
た
と
し
て
も
、
当
該
特
定
歴
史

公
文
書
等
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
閉
ざ
さ
れ
な
い
。

写
し
は
、
手
数
料
の
納
付
が
確
認
さ
れ
た
後
に
作
成
し
、
外
交
史
料
館
よ
り
発

送
す
る
。
納
付
方
法
に
は
閲
覧
室
で
の
直
接
納
付
（
現
金
・
印
紙
）、
ま
た
は
印

紙
を
郵
便
書
留
で
郵
送
す
る
方
法
が
あ
る
。
文
書
又
は
図
画
に
つ
い
て
は
、
①
用

紙
へ
の
複
写
（
複
製
物
に
限
る
）、
②
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
ネ
ガ
、
③
同
ネ
ガ

を
用
紙
に
出
力
し
た
も
の
、
④
ス
キ
ャ
ナ
に
よ
っ
て
読
み
取
っ
て
で
き
た
電
磁
的

記
録
を
用
紙
に
出
力
し
た
も
の
、
及
び
⑤
同
電
磁
的
記
録
を
光
デ
ィ
ス
ク
に
複
写

し
た
も
の
、
が
あ
る）

6
（

。
ま
た
、「
利
用
等
規
則
」
に
定
め
て
い
る
写
し
の
交
付
方

法
の
ほ
か
に
、
閲
覧
室
で
は
コ
イ
ン
ベ
ン
ダ
ー
付
き
複
写
機
を
使
っ
た
利
用
者
自

身
に
よ
る
複
写
が
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
利
用
者
が
持
参
し
た
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

等
に
よ
る
撮
影
も
認
め
て
い
る
（「
利
用
細
則
」
第
五
条
）。
な
お
「
利
用
細
則
」

に
は
、
閲
覧
室
の
利
用
方
法
な
ど
、「
利
用
等
規
則
」
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要

な
事
項
に
つ
い
て
定
め
て
い
る）

7
（

。

（
５
）
異
議
申
立
て

利
用
請
求
に
対
す
る
処
分
又
は
利
用
請
求
に
係
る
不
作
為
に
つ
い
て
不
服
の
あ
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る
者
は
、
外
務
大
臣
に
対
し
て
「
行
政
不
服
審
査
法
」（
昭
和
三
十
七
年
九
月

十
五
日
法
律
第
百
六
十
号
）
に
基
づ
く
異
議
申
立
て
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
（「
公

文
書
管
理
法
」
第
二
十
一
条
）。
異
議
申
立
て
を
受
け
た
場
合
、
外
務
大
臣
は
当

該
異
議
申
立
て
が
不
適
法
で
あ
り
却
下
す
る
場
合
や
、
異
議
申
立
て
に
係
る
特
定

歴
史
公
文
書
等
を
全
部
利
用
さ
せ
る
場
合
を
除
き
、
公
文
書
管
理
委
員
会
に
諮
問

を
行
う
。
ま
た
、
公
文
書
管
理
委
員
会
か
ら
答
申
を
受
け
た
ら
、
当
該
答
申
を
踏

ま
え
て
、
速
や
か
に
決
定
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
る
（「
利
用
等
規
則
」
第

二
十
一
条
）。
な
お
、
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
利
用
制
限
情
報
は
、
簡
便
な
方
法

で
利
用
し
た
場
合
を
含
め
、「
利
用
細
則
」
第
七
条
に
基
づ
き
、「
利
用
制
限
情
報

の
見
直
し
」
を
外
務
大
臣
に
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
。

　「
外
交
記
録
公
開
」
に
お
け
る
外
交
史
料
館
の
役
割

現
在
、
外
務
省
か
ら
外
交
史
料
館
に
移
管
さ
れ
る
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
等
は
、

「
外
交
記
録
公
開
」
の
実
施
と
い
う
形
で
一
般
利
用
に
供
し
て
い
る
。

外
務
省
は
、「
外
交
記
録
公
開
」
制
度
の
下
、
自
主
的
措
置
と
し
て
、
作
成
・

取
得
か
ら
三
十
年
以
上
が
経
過
し
た
戦
後
期
の
外
交
記
録
を
、
外
交
史
料
館
で
主

に
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
や
Ｃ
Ｄ
―
Ｒ
に
よ
っ
て
公
開
し
て
き
た
。
こ
の
方
式
は
昭

和
五
十
一
年
か
ら
平
成
二
十
年
ま
で
二
十
一
回
に
わ
た
っ
て
実
施
さ
れ
、
約

一
万
二
千
冊
の
フ
ァ
イ
ル
が
公
開
さ
れ
た
。「
外
交
記
録
公
開
」
は
、
そ
の
後
、

平
成
二
十
二
年
に
、
い
わ
ゆ
る
「
密
約
」
問
題
を
き
っ
か
け
と
し
て
「
外
交
記
録

公
開
に
関
す
る
規
則
」（
平
成
二
十
二
年
外
務
大
臣
訓
令
第
七
号
）
に
そ
の
手
続

が
明
文
化
さ
れ
、
さ
ら
に
「
公
文
書
管
理
法
」
の
施
行
に
合
わ
せ
た
同
規
則
の
改

定
を
経
て
、
新
た
な
運
用
が
始
ま
っ
て
い
る
。

「
外
交
記
録
公
開
に
関
す
る
規
則
」
は
、
い
わ
ゆ
る
「
密
約
」
問
題
に
つ
い
て

の
有
識
者
委
員
会
に
よ
る
調
査
報
告
書
（
平
成
二
十
二
年
三
月
公
表
）
で
提
起
さ

れ
た
外
交
文
書
の
管
理
と
公
開
に
つ
い
て
の
提
言
も
ふ
ま
え
て
、
作
成
・
取
得
か

ら
三
十
年
以
上
が
経
過
し
た
フ
ァ
イ
ル
の
公
開
、
行
政
文
書
の
廃
棄
手
続
へ
の
政

務
レ
ベ
ル
の
関
与
、
及
び
外
部
有
識
者
を
常
任
委
員
と
す
る
「
外
交
記
録
公
開
推

進
委
員
会
」
の
設
置
な
ど
を
骨
子
と
し
て
施
行
さ
れ
た
。
同
規
則
に
基
づ
き
、
平

成
二
十
二
年
度
は
四
回
の
「
外
交
記
録
公
開
」
を
実
施
し
、
沖
縄
返
還
交
渉
、
日

米
安
全
保
障
条
約
改
定
、
日
米
貿
易
経
済
合
同
委
員
会
、
日
米
繊
維
交
渉
等
の
主

要
案
件
に
関
す
る
文
書
を
含
む
約
一
五
〇
〇
冊
の
フ
ァ
イ
ル
が
移
管
・
公
開
さ
れ

た
。
な
お
、
外
交
史
料
館
で
は
、
平
成
二
十
一
年
か
ら
、
戦
後
期
の
歴
史
的
文
書

の
外
交
史
料
館
へ
の
移
管
が
著
し
く
増
大
し
た
こ
と
に
よ
り
、
移
管
さ
れ
た
フ
ァ

イ
ル
の
目
録
を
公
表
し
、
オ
ン
・
デ
マ
ン
ド
で
原
本
を
閲
覧
で
き
る
「
要
公
開
準

備
制
度
」
を
立
ち
上
げ
て
お
り
、「
外
交
記
録
公
開
に
関
す
る
規
則
」
施
行
後
は
、

過
渡
的
に
「
外
交
記
録
公
開
」
制
度
と
の
併
用
で
運
用
し
て
い
た）

8
（

。

「
公
文
書
管
理
法
」
の
理
念
に
沿
う
迅
速
な
移
管
を
達
成
す
る
た
め
、
法
の
施

行
と
同
時
に
、平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
付
で
「
外
交
記
録
公
開
に
関
す
る
規
則
」

が
改
定
さ
れ
た
。（
平
成
二
十
三
年
外
務
大
臣
訓
令
第
六
号
。
以
下
、「
改
定
規
則
」

と
い
う
。）「
改
定
規
則
」
に
お
い
て
は
、
作
成
・
取
得
か
ら
三
十
年
以
上
が
経
過

し
た
文
書
を
迅
速
に
移
管
・
公
開
す
る
た
め
、「
公
文
書
管
理
法
」
の
手
続
に
従

い
実
施
す
る
「
通
常
審
査
」
と
、
外
交
記
録
公
開
推
進
委
員
会
が
実
施
す
る
外
務
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省
独
自
の
「
特
別
審
査
」
の
手
続
が
設
け
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
二
つ
の
審
査
手
続
の

導
入
は
、「
外
交
記
録
公
開
に
関
す
る
規
則
」
制
定
の
趣
旨
を
保
ち
つ
つ
、
外
務

省
が
保
有
す
る
外
交
記
録
文
書
の
迅
速
な
移
管
を
実
現
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。

「
通
常
審
査
」
対
象
フ
ァ
イ
ル
は
、「
公
文
書
管
理
法
」
の
手
続
に
従
い
外
交
史

料
館
へ
移
管
さ
れ
る
。「
通
常
審
査
」
で
は
、
後
述
の
「
特
別
審
査
」
対
象
フ
ァ

イ
ル
の
よ
う
に
外
交
記
録
公
開
推
進
委
員
会
に
よ
る
審
査
を
行
わ
ず
に
、
フ
ァ
イ

ル
を
外
交
史
料
館
へ
迅
速
に
移
管
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
目
録

上
で
は
「
要
審
査
」
と
記
載
さ
れ
、
利
用
請
求
を
受
け
た
時
点
に
お
い
て
、「
公

文
書
管
理
法
」
上
の
利
用
制
限
事
由
の
該
当
性
が
判
断
さ
れ
る
。

外
交
記
録
公
開
推
進
委
員
会
は
、「
特
別
審
査
」
対
象
と
な
る
行
政
文
書
フ
ァ

イ
ル
等
に
つ
い
て
、外
交
史
料
館
へ
の
移
管
又
は
廃
棄
の
決
定
（
移
管
審
査
）
や
、

外
交
史
料
館
に
移
管
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
等
に
つ
い
て
一
般

の
利
用
を
制
限
す
る
情
報
を
特
定
す
る
（
公
開
審
査
）
な
ど
の
役
割
を
担
う
。
利

用
制
限
情
報
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
「
審
査
基
準
」
に
従
っ
て
審
査
し
、
そ
の
制

限
は
必
要
最
小
限
と
す
る
こ
と
が
「
改
定
規
則
」
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

「
特
別
審
査
」
対
象
フ
ァ
イ
ル
は
、
外
交
記
録
公
開
推
進
委
員
会
が
公
開
審
査

を
実
施
し
た
う
え
で
移
管
さ
れ
る
た
め
、
公
開
準
備
を
終
え
次
第
「
簡
便
な
方
法

に
よ
る
利
用
」
が
可
能
と
な
る
（
目
録
に
は
一
件
ご
と
に
「
全
冊
公
開
」
又
は
「
一

部
非
公
開
」
の
ス
テ
ー
タ
ス
が
記
さ
れ
る
）。

「
公
文
書
管
理
法
」
及
び
「
外
交
記
録
公
開
に
関
す
る
規
則
」
の
も
と
で
は
、

外
交
史
料
館
は
、文
書
の
移
管
・
廃
棄
を
判
断
す
る
プ
ロ
セ
ス
に
主
体
的
に
関
わ
っ

て
い
る
。

移
管
審
査
に
先
だ
ち
、
大
臣
官
房
総
務
課
長
は
、
主
管
課
室
及
び
在
外
公
館
が

設
定
し
た
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
等
の
保
存
期
間
満
了
時
の
措
置
（
レ
コ
ー
ド
・
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
）
を
決
定
す
る
に
あ
た
っ
て
外
交
史
料
館
長
の
意
見
を
聴
取
す
る
。

外
交
史
料
館
は
主
管
課
室
及
び
在
外
公
館
の
措
置
判
断
に
つ
い
て
、
主
と
し
て
外

交
史
に
関
す
る
専
門
的
見
地
か
ら
そ
の
適
否
を
確
認
し
、
意
見
を
提
出
す
る
。
件

名
だ
け
で
は
「
廃
棄
」
の
可
能
性
が
高
い
と
判
断
さ
れ
る
フ
ァ
イ
ル
に
つ
い
て
も
、

実
際
に
そ
の
内
容
を
見
分
す
る
な
ど
に
よ
っ
て
価
値
の
軽
重
を
見
極
め
、
重
要
な

フ
ァ
イ
ル
の
誤
廃
棄
を
防
い
で
い
る
。

特
に
「
特
別
審
査
」
対
象
と
な
る
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
等
に
つ
い
て
は
、
大
臣

官
房
総
務
課
長
が
外
交
史
料
館
か
ら
聴
取
し
た
意
見
を
、
外
交
記
録
公
開
推
進
委

員
会
に
提
出
し
、
委
員
会
で
の
最
終
的
な
判
断
材
料
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
外

交
史
料
館
の
意
見
も
踏
ま
え
て
外
交
記
録
公
開
推
進
委
員
会
が
廃
棄
と
判
断
し
た

行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
等
は
、「
公
文
書
管
理
法
」
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、

内
閣
総
理
大
臣
と
の
協
議
及
び
そ
の
同
意
を
得
て
廃
棄
さ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
外
務
省
に
お
い
て
は
、
行
政
文
書
フ
ァ
イ
ル
等
を
廃
棄
す
る

際
の
手
続
き
が
重
層
的
な
構
造
と
な
っ
て
お
り
、
外
交
史
料
館
は
そ
の
過
程
で
、

よ
り
慎
重
に
判
断
す
る
た
め
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
担
っ
て
い
る
。

な
お
、「
改
定
規
則
」
の
も
と
で
の
平
成
二
十
三
年
の
「
外
交
記
録
公
開
」
の

実
績
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

平
成
二
十
三
年
十
一
月
九
日
に
は
「
通
常
審
査
」
対
象
フ
ァ
イ
ル
五
二
三
冊
分
、

十
二
月
七
日
に
は
同
じ
く
「
通
常
審
査
」
対
象
フ
ァ
イ
ル
一
〇
四
二
冊
分
の
目
録

を
公
開
し
た
。
さ
ら
に
十
二
月
二
十
二
日
に
は
、
沖
縄
返
還
交
渉
、
日
米
繊
維
交
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渉
、
日
中
国
交
正
常
化
交
渉
等
に
関
す
る
文
書
を
含
む
「
特
別
審
査
」
対
象
フ
ァ

イ
ル
一
二
六
冊
を
公
開
し
、「
公
文
書
管
理
法
」
に
基
づ
く
新
制
度
に
移
行
し
て

か
ら
、
平
成
二
十
三
年
内
に
一
六
九
一
冊
の
フ
ァ
イ
ル
が
「
外
交
記
録
公
開
」
と

し
て
公
開
さ
れ
た
。

一
般
の
関
心
が
高
い
「
特
別
審
査
」
対
象
フ
ァ
イ
ル
は
、
今
後
も
公
開
の
際
に

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
等
で
周
知
を
は
か
る
予
定
で
あ
る
。
他
方
、「
通
常
審
査
」
対

象
フ
ァ
イ
ル
は
、「
公
文
書
管
理
法
」
の
手
続
に
則
り
、
審
査
を
終
え
た
も
の
か

ら
順
次
移
管
を
受
け
、
移
管
後
は
速
や
か
に
目
録
を
公
開
し
（「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

で
は
受
入
れ
か
ら
一
年
以
内
に
排
架
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
）、
原
則
と
し
て

「
静
か
な
公
開
」
を
行
う
。
こ
れ
ら
を
「
外
交
記
録
公
開
」
の
車
の
両
輪
と
し
て
、

メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
移
管
・
公
開
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

お
わ
り
に

「
利
用
請
求
」
を
は
じ
め
、「
公
文
書
管
理
法
」
に
基
づ
く
外
交
史
料
館
の
新
た

な
運
用
は
、
同
法
の
施
行
か
ら
一
年
近
く
が
経
過
し
て
も
未
だ
十
分
に
事
例
が
蓄

積
し
て
お
ら
ず
、
手
探
り
の
部
分
が
あ
る
。
今
後
も
「
要
審
査
」
フ
ァ
イ
ル
に
利

用
請
求
を
受
け
た
際
の
迅
速
な
処
理
な
ど
が
課
題
と
な
る
。

公
文
書
が
「
健
全
な
民
主
主
義
の
根
幹
を
支
え
る
国
民
共
有
の
知
的
資
源
」
で

あ
る
と
い
う
「
公
文
書
管
理
法
」
第
一
条
の
理
念
を
利
用
者
と
も
共
有
し
、
法
令

遵
守
と
利
用
者
の
利
便
性
と
の
整
合
性
を
図
り
つ
つ
、
よ
り
適
切
な
館
の
運
営
に

努
め
る
こ
と
と
し
た
い
。

（
1
）「
公
文
書
管
理
法
」
施
行
以
前
の
外
務
省
に
お
け
る
歴
史
的
文
書
の
移
管
の
流
れ
に
つ

い
て
は
、『
外
交
史
料
館
報
』
第
二
十
三
号
所
収
の
活
動
報
告
「
戦
後
期
外
務
省
記
録

の
利
用
方
法
に
つ
い
て
」
を
参
照
。

（
2
）
外
務
省
告
示
第
八
十
四
号
（
平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
二
日
付　
『
官
報
』
第

五
五
一
九
号
掲
載
）

（
3
）
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施
結
果
（
寄
せ
ら
れ
た
意
見
と
意
見
に
対
す
る
考
え
方
）

は
、e-Gov

（http://w
w
w
.e-gov.go.jp/

）
上
で
公
表
し
て
い
る
。

（
4
）「
公
文
書
管
理
法
」
施
行
の
際
現
に
国
立
公
文
書
館
等
が
保
存
す
る
歴
史
公
文
書
等
に

つ
い
て
は
、
特
定
歴
史
公
文
書
等
と
み
な
さ
れ
る
（
同
法
「
附
則
」
第
二
条
）。

（
5
） 

電
子
メ
ー
ル
で
書
類
を
添
付
す
る
提
出
方
法
や
、「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
例
示
さ
れ
て

い
る
メ
ー
ル
フ
ォ
ー
ム
を
利
用
し
た
提
出
方
法
は
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
要
件
が
十
分
に

満
た
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
現
在
の
と
こ
ろ
受
け
付
け
て
い
な
い
。

（
6
）
電
磁
的
記
録
に
つ
い
て
は
、「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
及
び
「
利
用
等
規
則
」
で
は
、
電
磁

的
記
録
そ
の
も
の
を
交
付
す
る
こ
と
を
想
定
し
、
①
用
紙
へ
の
出
力
、
及
び
②
電
磁

的
記
録
と
し
て
複
写
し
た
も
の
を
光
デ
ィ
ス
ク
に
複
写
し
た
も
の
、
を
選
択
す
る
こ

と
が
で
き
る
が
、
情
報
シ
ス
テ
ム
が
整
備
さ
れ
る
ま
で
、
外
交
史
料
館
で
は
電
磁
的

記
録
の
交
付
は
行
わ
な
い
こ
と
と
し
て
い
る
。

（
7
）「
利
用
細
則
」
に
お
い
て
は
、
閲
覧
室
の
利
用
方
法
（
第
一
条
、
第
二
条
）
の
ほ
か
、

簡
便
な
方
法
に
よ
る
利
用
の
手
続
き
（
第
三
条
）、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
等
を
用
い
た
撮

影
（
第
五
条
）、
利
用
制
限
情
報
の
見
直
し
の
手
続
き
（
第
七
条
）、
利
用
者
責
任
（
第

九
条
、
第
十
条
）、
寄
贈
・
寄
託
文
書
の
受
け
入
れ
の
手
続
き
（
第
十
一
条
）、
特
定

歴
史
公
文
書
等
の
貸
出
し
（
第
十
三
条
）、原
本
の
特
別
利
用
の
手
続
き
（
第
十
四
条
）、



－ 201 －

公文書管理法施行後の外交史料館の役割と利用方法

特
定
歴
史
公
文
書
等
の
特
別
撮
影
（
第
十
五
条
）、外
務
省
職
員
に
よ
る
利
用
方
法
（
第

十
六
条
）、
入
館
の
制
限
（
第
十
九
条
）
な
ど
を
規
定
し
て
い
る
。

（
8
）
前
掲
「
戦
後
期
外
務
省
記
録
の
利
用
方
法
に
つ
い
て
」
参
照
。
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